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待が示された。

第13分科会まとめ

　今回の分科会ではNCRの改訂に向けて、目
録委員会委員とは別の観点から、目配りすべき
事項についての指摘が数多く寄せられ大変参考
になった。また、目録規則利用者側の改訂に向
けての期待を肌で感じることができた。それら
の期待にこたえられるよう、改訂作業を進めて
行きたい。

運営委員
渡邊　隆弘（帝塚山学院大学）
菊井　直子（奈良県立図書情報館）
小笹　幸子（奈良県立図書情報館）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運営係員
東　　弘子（国立国会図書館）
木下　　直（東京大学法学部図書室）
酒見　佳世（慶應義塾大学日吉メディア

センター）
高橋菜奈子（国立情報学研究所）
鴇田　拓哉（つくば国際短期大学）
平田　義郎（横浜国立大学図書館・情報部）
本多　信喜（東京都立中央図書館）

決定していくのが困難であるとの見解も示され
た。

■他のメタデータ作成規則との連携やすみわけ
　FRBRは、利用者の観点から目録の世界を捉
えている。またNCRの改訂も利用者の観点を
重視している印象だが、むしろメタデータの共
有という観点でやっていくべきではなかろう
か。そういった観点から見ると、SIST（科学
技術情報流通技術基準）のような、これまで図
書館界と接点がなかった標準との連携、すみわ
けが必要であろう。では、誰がメタデータを作
成するかというと、著者、編集者、出版者、図
書館、利用者みんなで作り上げていくものと考
える。新しいNCRが、SISTにおける学術文献
の引用の仕方といったものを参考にしつつ、目
録規則としてメタデータの共有・作成をしてい
く上での指針（著者、編集者、出版者、図書館、
利用者のそれぞれの目的や状況などをすり合わ
せた内容）となることを期待したい、との意見
が示された。
　また別の参加者からは、既存の基準例えば雑
誌記事索引での基準やSIST等に目配りする必
要があるかもしれない。困難な作業と思われる
ことを踏まえつつも、それらを渡り歩くための
ある程度のレベルのマッピングを付録に取り込
んで欲しいとの要望が示された。
　この他、図書館では扱わないが、関連のある
情報へのリンクがあればよい、そういったリン
クへの基盤となる規則となることを願うとの期
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